
　

地
域
の
身
近
な
課
題
に
自
分
た
ち
で

取
り
組
む
「
自
治
会
」
と
し
て
の
機
能

と
、
社
会
教
育
活
動
の
拠
点
と
し
て
の

「
公
民
館
」
の
二
つ
の
機
能
を
持
つ
「
自

治
公
民
館
」。
今
回
は
、
自
治
公
民
館

で
行
わ
れ
て
い
る
防
災
活
動
や
見
守
り

活
動
な
ど
を
紹
介
し
、
自
治
公
民
館
の

果
た
す
役
割
を
考
え
ま
す
。

自
然
災
害
へ
の
対
応

　

地
震
の
発
生
や
台
風
の
襲
来
な
ど
で

被
害
が
広
範
囲
に
及
ん
だ
場
合
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
で
素
早

い
対
応
が
で
き
る
の
が
、
身
近
な
自
治

組
織
で
す
。

　

今
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
を
は
じ
め
、
過
去
に
発
生
し
た
大
き

日
常
生
活
に
ひ
そ
む
危
険
へ
の
対
応

　

自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
や

高
齢
者
を
狙
っ
た
犯
罪
な
ど
、
私
た
ち

の
身
の
回
り
に
は
い
ろ
い
ろ
な
危
険
が

ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。
自
分
は
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
て
も
、
時
と
し
て
家
族
や
友

人
が
被
害
に
遭
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
の
み
ん
な
が
少
し

で
も
安
全
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
登

下
校
時
の
小
中
学
生
の
見
守
り
や
あ
い

さ
つ
運
動
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ

の
声
掛
け
運
動
に
加
え
、
防
犯
灯
の
設

置
や
維
持
管
理
な
ど
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
地
道
な

取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
自
治
公
民
館
の
在
り
方
は
？

　

同
じ
地
域
の
人
た
ち
が
助
け
合
い
、

仲
良
く
暮
ら
し
た
い
と
い
う
考
え
は
、

今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

と
り
わ
け
東
日
本
大
震
災
の
発
生
以

降
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
や
地
域
の
在

り
方
が
見
直
さ
れ
、
地
域
の
連
帯
感
や

住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
自
治
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、

自
治
公
民
館
を
中
心
と
し
た
、
自
助
・

共
助
・
公
助
が
一
体
と
な
っ
た
危
機
管

理
体
制
を
築
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
今
一
度
、
自
治
公
民
館
の

果
た
す
役
割
を
考
え
、
地
域
の
人
た
ち

と
み
ん
な
で
支
え
合
う
自
治
公
民
館
活

動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
快
適
で
安
全
・
安
心
な
生
活
を
送
る
に
は
、
防
犯
や
災
害
対
策
な
ど

個
人
の
力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
課

題
の
解
決
に
向
け
て
自
治
公
民
館
は
、
人
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
を
続
け
て
い
ま
す
。
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
を
続
け
る
自
治

公
民
館
の
果
た
す
役
割
を
考
え
、
地
域
に
活
動
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

☎
23‒
７
１
４
６

自
治
公
民
館
の
果
た
す
役
割

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

高崎町共和自治公民館  自主防災避難訓練

火山灰の収集所

な
自
然
災
害
を
見
て
も
、
被
災
し
た
人

た
ち
に
対
す
る
支
援
物
資
の
手
配
や
避

難
所
の
運
営
な
ど
、
災
害
時
に
は
自
治

公
民
館
な
ど
の
自
治
組
織
の
存
在
は
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
燃
岳
噴
火
へ
の
対
応

　

今
年
１
月
の
新
燃
岳
噴
火
発
生
時
に
、

自
治
公
民
館
は
収
集
場
所
の
確
保
な
ど
、

降
灰
対
策
に
い
ち
早
く
対
応
。
特
に
西

岳
地
区
で
は
、
現
在
も
土
石
流
災
害
対

策
と
し
て
、
避
難
勧
告
発
令
時
の
避
難

の
際
の
声
掛
け
な
ど
、
地
域
住
民
の
命

を
守
る
取
り
組
み
が
続
い
て
い
ま
す
。
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快適で住みよいまちづくり
公園や道路脇の草刈り、河川の清掃
活動、ごみステーションの管理など

花繰自治公民館　清掃活動

安全・安心なまちづくり
子どもの通学見守り、防犯灯の設置・
維持管理、自主防災訓練など

沖水地区　見守り活動

地域の福祉・教育の向上
高齢者見守り活動、各地に伝わる伝
統行事や民俗芸能伝承活動など

平田地区　モグラウッ

みんなの顔が見える
ふれあいの場の提供

地域の祭り、運動会、文化祭、各種
レクリエーション大会の開催など

志比田自治公民館　運動会

　

色
鮮
や
か
な
黄
緑
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー

に
紺
色
の
帽
子
姿
の
沖
水
地
区
子
ど
も

見
守
り
隊
。
沖
水
地
区
で
子
ど
も
が
被

害
者
に
な
る
よ
う
な
事
件
を
未
然
に
防

ご
う
と
、
平
成
18
年
４
月
に
始
め
た
こ

の
取
り
組
み
は
、
今
年
で
６
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
３
０
０
人
余

り
。
毎
日
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時

刻
に
な
る
と
、
通
学
路
の
あ
ち
こ
ち
に

立
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
指
導
と
と

も
に
声
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

共
和
自
治
公
民
館
で
は
、
平
成
17
年

に
同
地
区
が
見
舞
わ
れ
た
水
害
へ
の
対

応
を
教
訓
に
、
平
成
18
年
に
防
災
の
た

め
の
機
材
を
整
備
。
住
民
自
ら
が
災
害

に
対
処
す
る
た
め
、
年
に
１
度
、
市
役

所
や
地
元
消
防
団
と
連
携
し
た
自
主
防

災
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
20
年
に
は
、
各
世
帯
へ
の
無

線
通
信
設
備
も
整
備
し
、
い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
災
害
へ
の
備
え
の
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
に
よ
っ
て
、
防
災
に
対
す

　

毎
日
見
守
り
を
欠
か
さ
な
い
隊
員
た

ち
の
活
動
の
か
い
あ
っ
て
、
登
下
校
中

に
子
ど
も
が
被
害
に
遭
う
よ
う
な
事
案

は
、
こ
れ
ま
で
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
隊
員
の
喜
び
は
、
子
ど
も
た

ち
と
交
わ
す
あ
い
さ
つ
や
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
感
謝
の
言
葉
を

つ
づ
っ
た
「
あ
り
が
と
う
あ
い
さ
つ

カ
ー
ド
」
で
す
。
年
齢
的
に
体
の
自
由

が
利
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
と
安
心
の
た
め
、
今

日
も
見
守
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

る
意
識
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
世
帯
間

に
こ
れ
ま
で
以
上
の
強
い
連
帯
感
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
訓
練
以

外
の
行
事
で
も
協
力
の
得
ら
れ
や
す
い

環
境
づ
く
り
が
で
き
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
地
域
の
バ
レ
ー
大
会
で
も
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、
危
険
箇
所
の
洗
い

出
し
と
高
齢
者
や
寝
た
き
り
の
人
へ
の

対
応
で
す
。
今
年
の
防
災
訓
練
は
、
こ

れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
も
視
野
に
、
11

月
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
守
る

子
ど
も
見
守
り
隊

沖
水
地
区
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会

（
３
、４
５
１
世
帯
）

会
長　

植
村 

幹
雄
さ
ん

災
害
か
ら
住
民
を
守
る

自
主
防
災
避
難
訓
練

高
崎
町
縄
瀬
地
区
・
共
和
自
治
公
民
館

（
１
３
０
世
帯
）

館
長　

段 

秀
敏
さ
ん

自治公民館を中心に
いろいろな活動

が行われています。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

3 Miyakonojo City Public Relations 2011.10



11
月
1
日
　 

〜
5
日

　
　

火

土

島
津
発
祥
ま
つ
り

2011

都城の一村一祭

◎問い合わせ
　島津発祥まつり実行委員会
      51-5501

開
催

☎
42011.10



●
期
間　

10
月
８
日
㈯
〜
12
月
４
日
㈰

●
場
所　

都
城
島
津
邸

●
内
容　

島
津
家
と
深
い
関
わ
り
を
持

つ
立
花
家
伝
来
品
を
中
心
と
し
た
特

別
展
示

●
入
館
料　

大
人
４
０
０
円

　
　
　
　
　

高
校
・
大
学
生
３
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生
２
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
１
１
６

島
津
発
祥
ま
つ
り

剣
道
大
会

●
時
間　

9
時
〜
（
予
定
）

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館
駐
車

場
周
辺
（
雨
天
時
は
、
明
道
小

学
校
体
育
館
）

●
内
容　

今
年
初
開
催
の
小
学
生

剣
士
に
よ
る
剣
道
大
会

島
津
荘
園

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

●
時
間　

11
時
〜

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館
駐
車

場
周
辺

●
内
容　

飲
食
や
買
い
物
を
楽
し

め
る
「
島
津
荘
園
」
や
「
お
い

ら
ん
道
中
」
の
上
演
、
大
抽
選

会
な
ど明

道
館
パ
レ
ー
ド

●
時
間　

15
時
〜

●
コ
ー
ス
（
予
定
）　

旭ひ
の
お丘
神
社

（
明
道
小
南
側
）
〜
岳た
け
し
た下
橋
〜

都
城
歴
史
資
料
館
（
都
島
町
）

●
内
容　

戊ぼ

辰し
ん

戦
争
で
活
躍
し
た

「
私
領
一
番
隊
」
や
歴
代
の
都

城
島
津
家
当
主
に
ふ
ん
し
た
騎

馬
武
者
、
子
ど
も
武
者
、
島
津

桜
姫
ら
に
よ
る
歴
史
絵
巻
さ
な

が
ら
の
パ
レ
ー
ド

◎
申
し
込
み　

都
城
青
年
会
議
所

　
　
　  
☎
23‒

０
５
０
２

明
道
館
大
学

子
供
の
た
め
の

コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

11
月
4
日
㈮

         　

18
時
30
分
〜

●
場
所　

都
城
島
津
邸

●
入
場
料　

無
料

●
定
員　

４
歳
以
上
の
子
ど
も
と
、
そ

の
保
護
者
30
組　

   

※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

●
内
容　

琴
に
よ
る
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
演

奏
（
初
音
会
）、
都
城
む
か
し
ば
な

し
（
伝
承
語
り
し
お
り
の
会
）、
楽

し
い
童
謡
（
宮
原
秀
子
さ
ん
、
加
藤

淳
子
さ
ん
）

◎
申
し
込
み　

都
城
島
津
邸

　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
１
１
６

島
津
家
久
公

奉
納
神
輿
展
示

●
期
間　

11
月
１
日
㈫
〜
5
日
㈯

●
場
所　

東つ
ま

霧
島
神
社
（
高
崎
町
）

●
入
場
料　

無
料

●
内
容　

島
津
本
家
第
19
代
家
久
公
が

奉
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
神み

輿こ
し

の
特

別
展
示

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
企
画
展

パ
レ
ー
ド
参
加
者
募
集
中

関
連
イ
ベ
ン
ト

島
津
家
紋
花
火
の
彩
典

●
時
間　

19
時
〜

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館
周
辺

●
内
容　

秋
の
夜
空
を
彩
る
約
3
、０

０
０
発
の
花
火
打
ち
上
げ
。
島
津

家
の
家
紋
「
丸
に
十
字
の
紋
」
を
か

た
ど
っ
た
創
作
花
火
と
ナ
イ
ア
ガ
ラ

の
滝
（
予
定
）
の
競
演
は
一
見
の
価

値
あ
り

※
11
月
5
日
㈯
が
雨
天
の
場
合
、
剣
道

大
会
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
は
６
日
㈰
に

順
延
し
ま
す

　

1 1 1月5日【土】開催  メーンイベント

神      

舞

●
日
時　

11
月
１
日
㈫　

17
時
30
分
〜

●
場
所　

島
津
稲
荷
神
社
（
郡
元
町
）

●
入
場
料　

無
料

●
内
容　

島
津
発
祥
ま
つ
り
の
出
陣
式

神
事
と
都
城
に
唯
一
伝
わ
る
神
楽
舞

「
神
舞
」
の
奉
納

島
津
講
談
会

●
日
時　

11
月
2
日
㈬　

18
時
30
分
〜

●
場
所　

都
城
島
津
邸
（
早
鈴
町
）

●
入
場
料　

前
売
券　

2
、０
０
０
円

●
定
員　

90
人

●
内
容　

都
城
特
派
大
使
の
講
談
師
に

よ
る
島
津
に
ま
つ
わ
る
歴
史
講
談

◎
申
し
込
み　

　

島
津
発
祥
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

☎
51‒

５
５
０
１

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
企
画
展

記
念
講
演
会

●
日
時　

11
月
3
日
㈭　

14
時
〜

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
入
場
料　

無
料

●
定
員　

２
８
０
人　

※
会
場
先
着
順

●
内
容　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

　

山
本
博
文
教
授
に
よ
る
講
演

「
戦
国
武
将
の
友
情
〜
立
花
宗
茂
と

島
津
義
弘
〜
」

か
ん　

　
　
　
　

  

め

し
ま
づ　
い
え
ひ
さ 

こ
う

し
ま　

づ　

     

か　

 

も
ん
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